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～誰ひとり、取り残さないために、つながります～ 

 

～障害のある人の SOS・相談お待ちしています！～ 

――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――― 

被災した障害のある、みなさんの相談に、対応できるように、がんばります！ 

★食料品・生活用品の相談 

★病院への移動支援や付き添い 

★傾聴などの精神的支援 

★室内の片づけ 

★家屋修理や生活費の相談 

★福祉制度に関する相談 

★避難所などからの引っ越し支援  

https://drive.google.com/file/d/1GUZABc0ITWIK_kzM305m8opTvAojfRW9/view?usp=sharing 
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No.14 

２０２４年 

８月 24日 

 「やわやわと」は 

能登の言葉で 

「ゆっくり・急がず」 

１４クールは 8 月 10 日から 18 日までのお盆休みの期間を開けて始まりました。このクールでお

二人の自宅片付けの支援を終えることができました。お二人とも支援センターができた当初から続

いていた支援でした。何か月にもわたって支援をつないできた結果を実感することができて、うれし

く思います。 

仮設住宅ができたことで避難所からの転居支援のニーズが多くなっています。このクールの間だ

けでも 3件の問い合わせがあり調整しました。今後も増えてくると思われます。（兵庫県：松原） 

  

 
協力団体との連携に 

より、とりくんでいます 

七尾市石崎町にお住まいの方の自宅清

掃、整理のお手伝いに伺いました。ご本人

様はなかなかお一人での片付けが難しかっ

たご様子。支援スタッフ２名が清掃を始める

と、積極的にご一緒に清掃や整理を行なっ

て頂きました。作業中や休憩中にご本人と

お話しする機会があり、今の状況は震災当

初に比べて落ちついて生活を送れているも

のの、２階で寝るにはまだ抵抗があると仰

っていました。震災が被災者のこころに与

えた影響は小さくないのだと実感しまし

た。(愛知県：丹羽)   

Before(4月)  

 

After 

mailto:jdfnotoshien@gmail.com
https://drive.google.com/file/d/1GUZABc0ITWIK_kzM305m8opTvAojfRW9/view?usp=sharing


https://blog.canpan.info/jdfshiencenter/category_5/1 

 

 

～現場支援と個別支援のとりくみから～ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

＜ 支援を支える募金の協力をお願いします ＞ 
――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――― 

下記銀行口座または郵便振替口座に払込をお願いします。 
 
○ 銀行振込:ゆうちょ銀行 ○一九（ゼロイチキュウ）店 当座:0750236  

    口座名:日本障害フォーラム災害支援金 
 
○ 郵便振替口座:00120-2-750236 

    口座名:日本障害フォーラム災害支援金 

【ＪＤＦ能登半島地震支援センター】  〒926-0175 石川県七尾市和倉町カ 18 

TEL 070-3288-2303 FAX 050-3457-6915 E-mail jdfnotoshien@gmail.com 

 

 
ホームページ ULRと QRコード 

輪島市内ではまだ震災によって崩れた家があったり、瓦礫が道路に落ちていたりと復興が進ん

でいない状態で移動支援をしました。仮設住宅にお住まいの方を病院へ移動支援しましたが、車

のない被災者の生活はとても大変そうでした。病院へも片道 30 分でしたが、道路も完全に復旧

していない中での移動は高齢の方にとって、とても大変だなと感じました。仮設住宅に住む方た

ちの買い物や通院などの移動は、とても困難な状態であることを実感しました。 

被災地での支援活動は車移動が多いので、道路の状況にとても左右されながらの支援でした。

途中通行止めの箇所があったので近道ができずに迂回路を通るなど、主要道路の開通のみで、

いまだ完全な道路復旧はできていませんでした。なによりも、崩れたままの家の前を通ることは

とても心苦しかったです。のと里山海道は石川県を縦断する道ですが、今でも道路が割れていて

なんとか通れるようになった印象の道で、瓦礫の下にはまだ放置された車があったりもしまし

た。こんな中での支援活動はとてもつらかったです。 

今回は少しでも被災地の方のお手伝いができて良かったです。勉強になったこともありました

ので、名古屋に帰ってから今回のことを役立てたいと思いました。（愛知県：高石） 

あすなろふたばぱいんの会へ支援に行きました。緊張している私に名前を聞いてくださり、ほの

ぼのとした雰囲気の中で作業ができました。作業内容は 100 均の製品のセット作業と梱包。みん

な自分の仕事声をかけあい集中して取り組んでいました。すこし余裕がある際に震災の事を聞きま

した。仲間の中には自宅が住める状態ではないため引っ越しをした方や、自宅が半解になりつい最

近まで避難所生活をしている方など様々な悩みを抱えた仲間がいました。そんな中でもお互いに

声を掛け合って作業を頑張る姿は本当に印象的でした。そんな姿をみて今回の経験は愛知に帰っ

てからも忘れず、仲間同士の関わりの大切さを現場に伝えていきたいと思います。（愛知県：向川） 

 

 

 

一緒に視察をしたポルケの皆さんと支援スタッフ コーヒー豆の選別作業 

がれきの残る町並み 
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